
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：特別養護老人ホームしおさい新館 

ｻｰﾋﾞｽ種類：□グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

■地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

□地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護

日  時：令和 5年 8月 4日（金曜日）10時 00分～11時 00分 

場  所：しおさい会議室 

出 席 者：5人 

利用者代表 0人 知見を有する者 0人 

利用者家族 0人 大田市職員 1人 

地域住民の代表 1人   

事業所職員（職名：施設長 施設課長 主任 ）            3名 

報告事項： 

利用状況 

① 入所者の人数 16名（退所 5名 入所 2名 定員 20名) 

② 要介護度   要介護 5 8名 ・ 要介護 4 6名 

   要介護 3 2名  

③ 男女比率   男性 2名 ・ 女性 14名 

④ 年齢     64歳～100歳 平均 90.9歳 

 

 介護状況 

① 起き上がり全介助 16名 

② 胃瘻     0名 

③ 排せつ全介助 16名 

④ チェアインバス：ストレッチャー入浴 13名：3名 

⑤ 肺炎入院   0名 

⑥ 褥瘡     1名(病院で形成 徐々に改善) 

⑦ 重度拘縮   0名 

⑧ 苦情相談   0件 

⑨ 身体拘束   0 



⑩ 受診以上の介護事故  1件 深く裂傷し、数針縫合          

 

１、施設長挨拶 

6月の終わりからコロナが入りまして、7月にはクラスターが発生しました。利

用者様とご家族様には大変ご心配とご迷惑をおかけしました。コロナにかかった

ことをきっかけに体調を悪化させた方もおられ、大変心苦しく思っております。 

 

２、新型コロナ感染症対応状況 

6月、7月に 2度感染対応を行いました。 

6月 30日主に短期入所を担当する職員が家族内感染しました。一緒に業務した職

員が 3日後の 7月 2日に発症しました。この際は幸い特養、短期入所いずれの利

用者にも感染はありませんでしたが、一部の短期入所利用者にはデイサービスの

利用ができなくなる不便を与えてしまいました。 

 

7月 10日夜に利用者 1名が発熱、翌日抗原検査によって利用者 7名の陽性を 

確認しました。検査陰性だが軽度の風邪症状ある利用者 1名も含めた計 8名を施

設内療養支援しながら感染拡大防止対応を進めました。利用者の回復、感染拡大

及び安全確保を最優先事項とし、これまで準備してきた工夫、資材をすべて投入

しました。1 ユニットに感染が集中していたため、エリア拡大させないことを念

頭に取り組みました。 

利用者は当初 3日間高熱、以降呼吸器の機能低下で苦しまれました。予後悪く 

2名の方が後に逝去されました（老衰診断）。また無感染だった方 1名が感染対応

解除後に急変逝去されました。感染対応下の強いストレス環境が影響したのでは

ないかと考えています。 

職員については 14日までに 5名の介護職員（施設全体の約 30％）が発症した 

ため、勤務者確保に支障が発生、兼務介護職員 2名を応援配置して対応しました。 

感染経路は発症数日前から家族内に陽性者のいた職員からの感染の可能性が最

も高いと考えました。ほぼすべての利用者に感染していることから、該当職員の

感染対策教育に不十分さがあったとも考えています。 

感染症対策は一人でも徹底できなければ効果が大きく低下してしまうため、技 

量不十分な職員についてさらに教育を徹底、対策への疑問や悩み等にも支援する、



ルールが守れない場合は一定のペナルティも課していく体制とすることで、全体

で正しいルールを守っていく流れを強化したく思います。 

コロナと同時に風邪症状のある方が館内に複数発生（繰り返し抗原検査するも 

陰性）し、全館で感染対策の同時対応をしたことも非常に苦慮しました。 

 

 しおさいの状況 

利用者罹患 8 名 

職員罹患 7 名(6/30 関連 2 名 7/10 関連 5 名) 

受診 状況総合勘案しリスクの高い 2 名については受診の

希望について家族確認。いずれもしおさいでの療養を

選択。 

1 名は家族から搬送希望があるも本人が拒否をし施

設療養継続。 

介護 原則居室対応 

食事：居室で摂取。水分の取れない陽性者多数。パッ

クゼリーを用意して提供することで皮膚トラブ

ル等ないように支援。 

排泄：紙おむつ対応の方は援助間隔を広げながらも 

   高品質を使用することで皮膚トラブル等ないよ

う援助。 

入浴：清拭に変更して対応。 

面会 中止をアナウンスしたが可能な範囲で窓越し対応 

状況が確認できてよかったとの意見多数 

 

 

３、ユニット活動状況 

7月 七夕に向けて、飾りを作りました。利用者の中には、ご家族の健康を願うものも多

く、それをご家族へお伝えすると喜んでおられました。 

 

 

４、その他 

(大田市職員)→今年の夏は特に暑く体温を上回る気温になっています。熱

中症対策について呼びかけしています。電気代が高騰しているため、電気

代の節約でエアコンを控えている方もおられますが、エアコンを使用して

もらうことを薦めています。 



今の時期はコロナだけではない感染症も流行っています。O-157 や RS ウ

イルス、ヘルパンギーナ等 感染症はまず手洗いが基本になっていますの

で、注意してもらいたいです。基本的な感染予防として、手洗い、共有で

使用するものの扱いには注意してもらいたいです。 

 

 

 

次回予定 令和 5年 10月 6日（金曜日）10時～11時 


